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補助単独の別

5,747

 

 

海とくらしの史料館管理費

当初要求　②

前年度

①

5,745

事業名

一　般　会　計

教　育　費

社会教育費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

約4000点の魚介類の剥製や民具等を展示している海とくらしの史料館の管
理運営を財団法人境港市文化福祉財団に指定管理者として委託し、その
管理運営費と建物保険料を予算計上している。

海とくらしの史料館の管理運営

指定管理者：財団法人境港市文化福祉財団

指定期間：平成２３年４月１日～平成２６年３月３１日（３年間）
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事業
概要
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補助単独の別

1,564

 

 

海とくらしの史料館管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

社会教育費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

　海とくらしの史料館で「境港市の歴史」にテーマを絞り企画展示を行い、
入館者の増加につなげる。

① 海とくらしの史料館で「境港市の歴史」にテーマを絞り、企画展示を行い、入館者の増加につなげる。

② 第１展示室にある、映像シアターが老朽化しており、最近、画像が消えることがある。部品等がないため、映像機器の更新を行
い、企画展示と連動したテーマで映像を放映する。

　本年４月に「リュウグウノツカイのはく製展示」、７月に「北前船及び伯州綿
関連」の展示を行い、昨年に比べて入館者が増加している。来年度は、「境
港市の歴史」にテーマを絞り、企画展示を行うことで、さらに入館者の増加
を図る。また、第１展示室の大型（８５型）のプラズマテレビは、昨年から調子
がわるく、更新の必要がある。
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海とくらしの史料館管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

社会教育費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

　海とくらしの史料館の危険性等がある箇所の修繕整備を行う。

　海とくらしの史料館の危険性等がある箇所の修繕整備を行い、利用者の
安全性・利便性を確保する。

　海とくらしの史料館は平成６年に建築された。危険等・緊急性があるもの
について修繕整備を行い、利用者の安全性・利便性を確保する。
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補助単独の別

2,573

 

 

海とくらしの史料館管理費

当初要求　②

前年度

①

0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

社会教育費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長 市長査定・最終調整

現状と
背景

　本年１月の大雪により破損した、海とくらしの史料館の軒樋の改修工事を
行う。

　本年１月の大雪により破損した、海とくらしの史料館の軒樋の修繕工事を
行い、利用者の安全性を確保する。

①本年１月の大雪により、海とくらしの史料館の軒樋が破損したが、被害箇所が主に建物
高所に設置された軒樋であることから、発見が遅れた。

②本年10月末に中庭軒樋から雨漏りがあり、台風等の被害かどうか業者に調査依頼し、軒
樋・受金物等の被害状況から雪害の被害と判明したが、調査に不測の日数を要した。
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